
　同じ肌色、同じ文字は初めて日本に来た

中国人に出国の感じを無くさせる。でも、

日本での生活が始まると、中日両国に数

多く共通点がある一方、差異が明白だとい

うことが分かるようになる。 

　スーパーでの買い物は日本生活の第一

歩である。日本のスーパーでは、家庭の主

婦がよく子供をつれている。年上の子は

あっちこっち回ったりしていて、下の子は

ちゃんとお母さんのそばにいて、時には、

お母さんの手にもう一人の子供がいる。

このような四人家族、五人家族は両

親が五十歳以下の中国の家庭には

ほとんどない。一人っ子政策実施以来、

三人家族は基本である。だから、中

国のスーパーでは、父母と祖父母が

一人の子を忙しく世話をすることが

よく見られる。 

　日本の小中学生はスカートと半ズ

ボンが好きなようである。寒い冬でも、

下半身の身なりは変わらない。「寒

くない？」「寒くない、上半身はちゃ

んと着てるから。」と直接に返事し

てくれた。日本人は皆子供のころ冬

でも薄い服を着る経験をするそうで

ある。その理由は、子供が寒さを知

らないからである。しかし、私の印象

では、子供のころ、寒さに一番弱かった。

中国では、もっとも厚着しているのは子供

で、子供が小さければ小さいほど、厚着し

ている。 

　日本人と中国人は酒が好きで、お客を

招待する時、酒が欠かせない。盛り上がっ

たら、酔うことを免れない。中国では酒を

勧めることは宴会の重要な内容で、それ

に関する説教が沢山出て、目的は相手を

酔わせること。酔わせることで、お互いの

友情の深さが現れると言う。日本では、酒

を勧めることはほとんどない。自分の意

思によって酒を飲む。日本人はよく酔うが、

それは自分で自分を酔わせている。多分、

これによって、日本人が本当に酒が好きだ

と言えるだろう。 

　夜七時から九時まで、中国のテレビはほ

とんどドラマで、日本のテレビはほとんど

バラエティである。このバラエティには外

来語が多すぎる。普通の日本人の生活にも、

英語からの外来語が毎日入ってきている。

元々意味が完全に同じ、且ついい漢語の

言葉に何故外来語が代わるのか？分から

ない。グローバル化において、新しいもの

が国境を越え、普通の生活に入るのを促

すために、新しい外来語が必要となる。中

国では、外来語をできるだけ意味によって

訳す。例えば、「windows」を「視窓」と、

「download」を「下載」と訳す、等等。多分、

日本人もこれを読んで、意味がすぐ分かる

だろう。百年前、外来語を訳す面で、日本

は中国の先生だった。今は、日本が簡単に

片仮名で外来語を処理するのは残念なこ

とだと思う。 

　中日は隣邦であり、文化が近い。速く発

展している現代社会の中で、両国が一層

お互いに学びあい、共に進歩して行くこと

を望んでいる。 
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